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「顧客創造」答えが出てからでは後塵も止む無し？ 
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経営の神様と称される、Ｐ.Ｆ.ドラッカーの言葉に「経営の目的」は顧客の創造を続けること

であると表現された話は脳裏に刻まれており、今もそれ自体が覆えることはありません。 
そして凡そ経営者の皆様はその殆んどが例外なく日夜この課題に取り組んでおられ、それぞれ

苦心されたり中には習慣化して楽しくその課題に挑むタイプの方もあって、いろいろ勉強させて

頂いています。 
ところがそういう社会環境の中でおやっと思うことが起きているのです。例えば「顧客の創造」

というと相当なアイデアとか話題性・新規性など優位性のある競争力で競うものだと思うのです

が、ここにひとつ、関係者にとってある条件が満たされれば例外なく求められるであろう新しい

アイデア商品があるとします。 
ご存知の方もあると思いますが、「ディーゼルエンジンの燃費率向上剤」というもので、これ

を展開することによって膨大な経済効果を生み、同時に地球環境の改善に貢献を果たすような 
商品の開発が提案され、政官学を挙げて取り組もうという動き（予算化）が出てきたのです。 
この商品研究開発構造は「ＳＩＰ革新的燃焼技術」（インターネットで検索可）と言われるもの

です。  
この研究は、我が国の産業界で活躍している各種大小のディーゼルエンジン車で燃料の消費 

削減効果を狙ったもので、結果として消費燃料を１０％低減できるとしたら、日本国中で途方も

ない節約効果が実現し、二酸化炭素の低減も果たすことは目に見えているということで、国・ 
政府・大学等を挙げてその研究開発に乗り出したというものであります。 

具体的には白金、金という金属のナノ粒子（１０億分の１ミリという超微粒子）をラジエター

液に添加することによって、エンジンの冷却能力がアップして燃費削減効果が生じるそうで、 
実車データによる実績の確保とこの原理解明に補助金を充てて取り掛かることになったそうな

のです。 
ところでドラッカーの顧客創造ではありませんが、街中では毎日毎時何万台とその顧客対象と

なるディーゼル貨物自動車がわんさと往き来しています。（燃焼ガスを撒き散らしながら）そし

て、もし消費を低減させられるとしたら、その研究成果の供給者側の競争関係は現在のところ 
ライバル無しの無風状態という状況下にあるというのです。 

皆様ならこの様な需給関係の舞台を観客席から観てどう思い、どう取り組み、どう行動されま

すか。それとも誰かが研究結果を出した段階で行動を開始しますか。実はこの実験は、所長 
（尾上）が関わりのある先数か所で実車試験が始められているのです。（以下次号） 



 

 全国の法務局において、休眠会社・休眠一般法人の整理作業が行われることになりました。休眠会社・ 

休眠一般法人とは 

（1）最後の登記から１２年を経過している株式会社（会社法第４７２条の休眠会社。特例有限会社は含ま

れません。） 

（2）最後の登記から５年を経過している一般社団法人又は一般財団法人（一般社団法人又は一般財団 

法人に関する法律第１４９条又は第２０３条の休眠一般社団法人又は休眠一般財団法人で、公益 

社団法人又は公益財団法人を含みます。併せて「休眠一般法人」といいます。）をいいます。 

    ※１２年以内又は５年以内に登記事項証明書や代表者の印鑑証明書の交付を受けていたかどうかは 

    関係がありません。 

◆平成２６年１１月１７日（月）付けで（1）又は（2）に該当する会社等に対しては、法務大臣による 

官報公告が行われ、対象となる休眠会社・休眠一般法人に対しては、管轄の登記所から、法務大臣による

公告が行われた旨の通知を発送します。 

◆平成２７年１月１９日（月）までに「まだ事業を廃止していない」旨の届出又は登記（役員変更等の登記） 

の申請をしない限り、解散したものとみなされ、登記官が職権で解散の登記をしますので注意が必要です。 

◆解散したものとみなされた株式会社又は一般社団法人等は、株主総会又は社員総会の特別決議によって 

法人を継続することができます。その場合は２週間以内に継続の登記の申請をする必要があります。 
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休眠会社・休眠一般法人の整理作業が行われます！ 

２０１４さっちゃんの絵コンクール 
 

当事務所のお客様である『ヤマサ蒲鉾株式会社』様が、毎年恒例となっているイメージキャラ

クター『さっちゃんの絵コンクール』を募集されています。 
昨年２０１３年のコンクールでは５,３００作品の応募があったそうで、２０１４年コンクール

のテーマは『さっちゃんの夢冒険』となっています。 
魅力はなんといっても豪華な賞品で、子供の部（１：小学３年以下、２：小学校４年～中学 

３年生）の最優秀賞では図書カード５万円分が、大人の部の最優秀賞は１０万円とそれぞれ記念

品が贈呈されます。（各１名） 
締切は２０１４年９月６日（土）当日消印有効で、入選作品の一部はかまぼこ工房夢鮮館２Ｆ

ギャラリーで展示されます。詳細は『ヤマサ蒲鉾株式会社』様のホームページをご覧下さい。 
 



 

平成２６年１２月３１日までの間に父母、祖父母などから住宅取得等資金（あくまで資金であり所有不動産

の贈与はこの規定に該当しません。）の贈与を受けた子又は孫が平成２７年３月１５日までにその住宅取得等 
資金を自己の居住の用に供する家屋の新築若しくは取得又はその増改築等の対価に充てて新築若しくは取得 
又は増改築等（ただし、親族や特別の関係のある者から取得等する場合は除かれます。）をし、その家屋を同日

までに自己の居住の用に供したとき又は同日後遅滞なく自己の居住の用に供することが確実であると見込まれ

るときは、住宅取得等資金のうち一定金額について贈与税が非課税となります。 
㊟贈与税の期限内申告（平成２７年２月１日から平成２７年３月１５日まで）が必要になります。 

 非課税限度額  
 住宅取得等資金で取得した物件により非課税限度額は異なります。（贈与者ごとに限度額が認められている 
わけではなく贈与者単位で判断します。） 

①省エネ等住宅の場合…１,０００万円 
②①以外の住宅の場合…５００万円 

 適用要件  
 ①贈与時に贈与者又は受贈者が国内に住所を有していること。 
 ②その年の１月１日において２０歳以上であること。 
 ③受贈者の贈与を受けた年の合計所得金額が２,０００万円以下であること。 
 その他  
取得する家屋の床面積など要件は他にもありますが、今後この規定の適用期間が延長されるかどうかはまだ 
わかりません。この機会に検討してみてはいかがでしょうか？          （記事担当：松浦） 
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直系尊属から住宅取得等資金の贈与税の非課税 
 

 当事務所では職業柄、お客様企業やその他の関係各企業、個人的な知人等より縁談情報を 
預る機会があります。もし身近に良縁をお求めの方がおられましたらご紹介させていただきます

ので事務所までご連絡下さい。 
 
 

婚活情報、ご紹介します！ 
 

○釣書（身上書）、写真等をご用意下さい 
○結果の成否について、当事務所は一切責任を負いかねます 
○担当：村瀬まで 



＜お役立ちセミナーのご案内＞           どなたでもご参加いただけます！ 

 
主催：有限会社ユアブレーン（認定経営革新等支援機関） 協力：尾上会計事務所 

 

「戦略MG」は、1976 年に西順一郎氏により開発された、大変優れた経営シミュレーションゲームです。 

このゲームでは、参加者それぞれが社長として経営を任され、すべての意思決定を一人で行います。 

資本金を元手に、工員や営業マンを雇い、機械や材料を購入して、研究開発や広告宣伝を進めながら、他社

との販売競争に勝ち抜き、利益をあげて行きます。そしてその取引を帳簿に記帳し、期ごとに決算を行い、

成績を振り返ります。更には、翌期に向けて計画を立て、目標達成に向けて事業を展開して行きます。 

これらのプロセスを体験することで、商売の基本原理、経営の難しさとそのコツ等を学ぶことができます。

最大の効果は、従業員さんに、社長の気持ちをいくらかでもわかっていただけるようになることです。 

何はともあれ、まずは体験です！ご関心おありの方、ぜひ一度この体験セミナーにご参加ください！ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日 時  平成 ２６年 ９月 ２０日（土） 9：00 ～ 18：00 

会 場  尾上会計事務所 研修室 （姫路市南条527-1） 

会 費    お１人様10,８00 円 （消費税込・昼食付き） 

問合せ    有限会社ユアブレーン  ＴＥＬ：079（288）3811  担当：武田 

申  込   下記「ＦＡＸ申込書」にて   ＦＡＸ：０７９（２８８）０９９７  

 

ＦＡＸ 申込書 

貴社名  

電話番号      （    ） FAX 番号      （    ） 

役職名 参加者名 役職名 参加者名 

    

    

 




